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ガバナンスに関する開示 

2025年 10月 31日公表 

■目 的 

1. 本文書は、ガバナンスに関する開示を行うにあたり、参考となる情報を提供することを目的としてい
ます。 

 

キーワード 
ガバナンス、ガバナンス機関又は個人、与えられた役割、権限及び義務などの記述、スキル及びコンピテ
ンシー、リスク及び機会についての情報、経営者の役割 
 
2. ガバナンスについては、大きく分けて、次の 2点の開示が求められます。 

(1) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会に監督を負うガバナンス機関又は個人に関
する事項 

(2) 経営者の役割に関する事項 

■ガバナンス機関又は個人に関する開示 

何が求められているのか 

3. SSBJ 基準では、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督に責任を負うガバナンス
機関又は個人に対して、ガバナンスに関する情報を開示することが求められています。 

第 8 項（第 9 項）の目的を達成するため、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の
監督に責任を負うガバナンス機関又は個人に関して、次の事項を開示しなければならない。 
(1) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督に責任を負うガバナンス機関の名称

又は当該責任を負う個人の役職名 
(2) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会に関する責任が、(1)の機関又は個人に与

えられた役割、権限及び義務などの記述及びその他の関連する方針にどのように反映され
ているか 

(3) (1)の機関又は個人が、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会に対応するために
定めた戦略を監督するための適切なスキル及びコンピテンシーが利用可能であるかどうか又
は開発する予定であるかどうかについて、どのように判断しているか  

(4) (1)の機関又は個人が、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会について、どのよう
に、また、どの頻度で情報を入手しているか 



 

2/8 

SSBJハンドブックは、サステナビリティ基準委員会（SSBJ）事務局がSSBJ基準を利用される方の便宜を考慮して作成
したものであり、サステナビリティ基準委員会の審議を経ていない。 
また、SSBJ ハンドブックに含まれる本文書は、公表日又は更新日現在のものであり、今後、更新する場合がある。 

(5) (1)の機関又は個人が、企業の戦略、主要な取引に関する意思決定並びに当該企業の
リスク管理のプロセス及び関連する方針を監督するにあたり、サステナビリティ（気候）関連
のリスク及び機会をどのように考慮しているか（(1)の機関又は個人が、それらのリスク及び
機会に関連するトレードオフを考慮しているかどうかを含む。） 

（一般基準第 9項(1)から(5)及び気候基準第 10項(1)から(5)） 

 

(6) (1)の機関又は個人が、サステナビリティ関連のリスク及び機会に関連する目標の設定をど
のように監督し、それらの目標の達成に向けた進捗をどのようにモニタリングしているか（第
39項参照）。これには、次の事項が含まれる。 

   ① 関連するパフォーマンス指標が報酬に関する方針に含まれている場合、どのように 
含まれているか 

② 関連するパフォーマンス指標が報酬に関する方針に含まれていない場合、その旨 
（一般基準第 9項(6)） 

 

(6) (1)の機関又は個人が、気候関連のリスク及び機会に関連する目標の設定をどのように監
督し、それらの目標の達成に向けた進捗をどのようにモニタリングしているか（第92項から第
99項参照）。これには、次の事項が含まれる。 
① 関連するパフォーマンス指標が報酬に関する方針に含まれている場合、どのように 
含まれているか（第 84項(1)及び第 85項参照） 

② 関連するパフォーマンス指標が報酬に関する方針に含まれていない場合、その旨 
（気候基準第 10項(6)） 

 
どのような開示が求められているのか 

4. SSBJ 基準では、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督に責任を負う、取締役
会、取締役により構成される委員会等の機関又は具体的な専門性及び経験を有する個人が、
どのようなサステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会をモニタリングし、管理し、監督している
かを開示することが求められています。 

(1) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督に責任を負うガバナンス機関の名称
又は当該責任を負う個人の役職名 

(2) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会に関する責任が、(1)の機関又は個人に与
えられた役割、権限及び義務などの記述及びその他の関連する方針として、例えば次のよ
うな事項を開示することが考えられます。 

 サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の識別及び評価、企業のサステナビリ
ティ（気候）方針の策定、重点課題の取組み状況の進捗のモニタリング等の与えられ
た役割 
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 検討した結果の意思決定機関への提言、サステナビリティ（気候）課題に対する具
体的な検討及び推進等の権限及び義務などの記述 

 組織体の構成又は開催頻度等のその他関連する方針 

(3) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会に対応するために定めた戦略を監督するた
めの適切なスキル及びコンピテンシーが利用可能であるかどうか又は開発する予定であるか
どうかについて、ガバナンス機関の構成員や個人がどのような専門性を有しているか、あるい
は今後の計画を開示することが考えられます。例えば、適切な知見を備えるために実施した
研修プログラムなどが該当すると考えられます。 

(4) ガバナンス機関又は個人の、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の情報入手
方法と頻度については、例えばサステナビリティ委員会等からの報告が考えられます。 

(5) ガバナンス機関又は個人が、企業の戦略、主要な取引に関する意思決定並びに当該企
業のリスク管理のプロセス及び関連する方針を監督するにあたり、サステナビリティ（気候）
関連のリスク及び機会をどのように考慮しているか、考慮にあたっては、リスク及び機会に関
連するトレードオフを考慮しているかどうかを含むとしています。リスク及び機会に関連するト
レードオフについては、SSBJハンドブック「サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会が
戦略及び意思決定に与える影響に関する開示」を参照ください。 

(6) ガバナンス機関又は個人が、気候関連のリスク及び機会に関連する目標の設定をどのよう
に監督し、それらの目標の達成に向けた進捗をどのようにモニタリングしているか、当該モニタ
リングの方法には、関連するパフォーマンス指標が報酬に関する方針に含まれているかどうか
が含まれます。パフォーマンス指標と報酬の関係性については、SSBJ ハンドブック「役員報
酬について気候関連の評価項目と他の評価項目に係る部分を区分して識別できない場
合」を参照ください。 

■経営者の役割に関する開示 

何が求められているのか 

5. SSBJ 基準では、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会のガバナンスに関する経営者の
役割についての開示が求められています。 

第 8項（第 9項）の目的を達成するため、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会をモ
ニタリングし、管理し、監督するために用いるガバナンスのプロセス、統制及び手続における経営者
の役割に関して、次の事項を開示しなければならない。 
(1) 具体的な経営者若しくはこれに準ずる者（本項において「経営者等」という。）又は経営

者等が関与する委員会その他の機関への役割の委任に関する次の情報 
① 役割が具体的な経営者等又は経営者等が関与する委員会その他の機関に委任され 
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ている場合、次の事項 
ア. 経営者等の役職名又は委員会その他の機関の名称 
イ. 経営者等又は委員会その他の機関に対し、どのように監督が実施されているか 

② 役割が具体的な経営者等又は経営者等が関与する委員会その他の機関に委任さ 
れていない場合、その旨 

(2) 経営者によるサステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督を支援するための統制
及び手続に関する次の情報 
① 経営者が、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督を支援するために、 
所定の統制及び手続を用いている場合、これらの統制及び手続がその他の内部機能 
とどのように統合されているか 

② 経営者が、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監督を支援するために、 
所定の統制及び手続を用いていない場合、その旨 

（一般基準第 10項、気候基準 11項） 

 
どのような開示が求められているのか 

6. サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の評価及び管理における経営者等（又は委任
されている場合、委員会その他の機関）の役割を利用者が理解するのに役立つ情報の開示が
求められています。これには、経営者等が、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の監
督を支援するために用いた統制及び手続が含まれます。こうした情報は、サステナビリティ関連のリ
スク及び機会が経営者等から注目を受けているかどうかを利用者が理解するのに役立つ可能性
があります。 

7. これらの情報には、例えば、次のものが含まれると考えられます。 

(1) サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会の評価及び管理を行う経営者等の役職
名又は委員会その他の機関の名称 

(2) 経営者等がサステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会をどのように評価及び管理して
いるか。 

(3) 経営者等の役割を支援するためにサステナビリティ委員会等の組織体制を構築している場
合、その組織体の位置付け、役割及び権限、責任者及び構成メンバー、議論の頻度及び
議論された主な内容 

(4) サステナビリティ委員会等と他の内部機能（監督機関である取締役会、経営執行機関で
ある経営会議、具体的に取組みを推進する専門部会など）との関係性、報告のプロセス
及び頻度 
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■ガバナンスに関する開示の留意事項 

8. ガバナンスに関する開示は、さまざまな記載方法が考えられるため、ガバナンスの開示目的（気候
基準 9項）を踏まえ、各企業の状況に応じて柔軟に開示を行うことが考えられます。 

9. ガバナンス機関又は個人による監督及び経営者の役割は、一体として会社のサステナビリティを
推進する体制として機能するものであり、組織体制の実効性及び各組織間の関係性を示すべく、
サステナビリティ推進体制の全体像を示すことが有用であると考えられます。その場合、表又はフロ
ー図を用いて全体像を示すことが考えられます。 

■設 例 

設例は、SSBJ 基準の定めについて理解を深めるために参考として示す一例であり、各企業の実情
等に応じて考慮事項は異なることにご留意ください。 

 
1. 前提 
(1) A社は取締役会がサステナビリティ関連のリスク及び機会の監督に責任を負っている。 
(2) サステナビリティ関連のリスク及び機会を管理するためにサステナビリティ委員会を設置し、グループ全

体のサステナビリティ関連のリスク及び機会の識別及び評価を行い、識別したサステナビリティ関連の
リスク及び機会へのグループ対応方針を策定している。 

(3) サステナビリティ委員会は代表取締役社長を委員長とし、取締役チーフ・サステナビリティ・オフィサー
及び社外取締役が参加している。 

(4) サステナビリティ委員会は年に２回開催され、議論された内容は取締役会に報告されるとともに、サ
ステナビリティに関する重要な検討事項について経営会議及び取締役会に提言を行う。 

(5) A社はサステナビリティ委員会で策定されたグループ対応方針に基づく具体的な取組みの検討及び
推進並びに進捗のモニタリングのために、サステナビリティ推進部会を設置している。 

(6) サステナビリティ推進部会は取締役チーフ・サステナビリティ・オフィサーを部会長とし、全執行役員が
参加している。 

(7) サステナビリティ推進部会は年に４回開催され、議論された内容はサステナビリティ委員会で報告さ
れるとともに、それぞれの活動において認識された課題についてサステナビリティ委員会に提言を行う。 

(8) これらのサステナビリティを推進する体制について、前連結会計年度より変更はない。 
(9) 取締役会メンバーは、適切なスキルを確保するために、年に 1回はサステナビリティ関連の研修に出

席している。なお、中期的な観点から研修テーマについては 3か年の計画により決定している。 
(10) A社の役員報酬の体系は、基本報酬（固定報酬）及びインセンティブ（業績連動報酬）から構

成されており、インセンティブには気候関連の評価項目が設定されている。気候関連の評価項目が
役員報酬全体に占める割合は 10％と定められている。 
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2. 開示例 

【ガバナンス体制】 
当社グループにおいては、取締役会がサステナビリティ関連のリスク及び機会の監督に責任を負い、サステ

ナビリティ関連のリスク及び機会を評価及び管理するため、サステナビリティ委員会を設置している。同委員会
は、代表取締役社長を委員長とし、取締役チーフ・サステナビリティ・オフィサー及び社外取締役から構成さ
れており、サステナビリティ関連のリスク及び機会の識別及び評価、並びに識別したサステナビリティ関連のリス
ク及び機会へのグループ対応方針の策定を行っている。サステナビリティ委員会で策定したグループ全体のサ
ステナビリティ対応方針に基づいて、サステナビリティ推進部会で具体的な取組みを検討及び推進し、取組
みの進捗に関するモニタリングを行っている。 
 サステナビリティ委員会及びサステナビリティ推進部会で議論された内容は、経営会議に報告され全社的
なリスクマネジメントの一環として審議されている。また、取締役会において、トレードオフを含むサステナビリティ
関連のリスク及び機会を考慮してグループ対応方針及び目標が策定されていること、並びに目標の達成に
向けた進捗をモニタリングすることで、持続可能な社会の実現に向けた活動を行う体制としている。当社グル
ープにおけるサステナビリティを推進する体制は次のとおりである。 
 
・各組織体の役割、構成、開催頻度等 

組織体 役割 権限 構成 開催 
頻度 

サステナビリ
ティ委員会 

 サステナビリティ関連
のリスク及び機会の
識別及び評価 
 識別したサステナビリ
ティ関連のリスク及び
機会へのグループ対
応方針の策定 

サステナビリティ委員会で
議論された内容は、取
締役会に報告するととも
に、サステナビリティに関
する重要な検討事項に
ついて経営会議及び取
締役会への提言を行う。 

委員長︓代表
取締役社長 
委員︓取締役チ
ーフ・サステナビリ
ティ・オフィサー、
社外取締役 

年 2回 

サステナビリ
ティ推進部
会 

 サステナビリティ対応
方針に基づく具体
的な取組みの検討
及び推進 
 取組みの進捗に関
するモニタリング 

サステナビリティに対する
具体的な取組みを推進
する過程で識別された
課題について、サステナビ
リティ委員会に提言を行
う。 

部会長︓取締
役チーフ・サステ
ナビリティ・オフィサ
ー 
部会員︓全執
行役員 

年４回 
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・サステナビリティ推進体制図 

 

【スキル及びコンピテンシー】 
当社グループは、持続的成長及び企業価値の向上のため、取締役会は知識、経験及び能力を有する

人物により構成することとしている。取締役会のメンバーが、サステナビリティ関連のリスク及び機会に対応する
ために定めた戦略を監督するための適切なスキル及びコンピテンシーを確保するために、年に 1 回はサステナ
ビリティ関連の研修に出席している。前連結会計年度では、知的財産をテーマとした研修に出席している。ま
た、当連結会計年度においては、人権のテーマに関する研修に出席している。 

【報酬に組み込まれている関連するパフォーマンス指標】 
当社グループは、持続可能な社会の実現に貢献することを目的として、役員の業績評価項目に気候関

連の評価項目を組み込んでいる。 

 当連結会計年度 
当連結会計年度に認識された役員報酬のうち、気候関連の
評価項目と結び付いている部分の割合 

10.0％ 
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SSBJハンドブックは、サステナビリティ基準委員会（SSBJ）事務局がSSBJ基準を利用される方の便宜を考慮して作成
したものであり、サステナビリティ基準委員会の審議を経ていない。 
また、SSBJ ハンドブックに含まれる本文書は、公表日又は更新日現在のものであり、今後、更新する場合がある。 

関連する SSBJハンドブック 

 「サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会が戦略及び意思決定に与える影響に関する開
示」 

 「役員報酬について気候関連の評価項目と他の評価項目に係る部分を区分して識別できない
場合」 

 

SSBJ基準の定めは、重要性がない項目に対して
適用する必要はないことにご留意ください。 

 
以 上 


